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背景

• 近年増加している集中豪雨の被害
都市に集中

理由： 地球温暖化・ヒートアイランドの影響により

日本周辺が熱帯化し、
短時間に100mmを超えるような豪雨が増加

都市の排水能力を上回る降水が
住宅の浸水被害や地下空間への流入被害を増幅

都市型の水害に特化したシミュレーションモデル都市型の水害に特化したシミュレーションモデル
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特長

• 細街路・建物形状・排水溝の位置を精度
良く（5m程度）表現

• 雨量強度パターンを反映した浸水解析
• 精度の高い排水のモデル化
• 地下構造物（地下街・地下鉄）とのリンク
• GISによる経度・緯度情報でのターゲット
位置特定
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都市型水害予測モデルのイメージ

河川等河川等

排水口排水口

排水ネットワーク排水ネットワーク
モデルモデル

排水ネットワークの
許容量算定

市街地市街地
モデルモデル

地下空間地下空間
モデルモデル
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地下空間とのリンケージ
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出力結果の利用例

• 都市内浸水地域の特定

• ピンポイントでの浸水深時系列変化

• 排水処理能力の評価
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初期データ

5mメッ
シュ
で建物を
表現

標高：カラーコン
ター

５０ｍ
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６時間後の浸水結果

浸水深：カラーコン
ター

５０ｍ

50mm/h
の雨が
6時間継続
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都市型水害予測モデルの活用例１

気象データ気象データ
（降水）

市街地モデル市街地モデル
（道路、細街路、
建物、標高データ等）

排水ネットワーク排水ネットワーク
モデルモデル

（排水口、下水道等の
位置および処理能力）

都市型水害
予測モデル

浸水区域

排水ネットワーク
評価

災害災害
記録記録

整合性
チェック

モデル検討モデル検討

1. 浸水被害検証ケース1. 浸水被害検証ケース
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都市型水害予測モデルの活用例２

２. 浸水被害想定ケース（ハザードマップ）２. 浸水被害想定ケース（ハザードマップ）

想定降水量想定降水量

市街地モデル市街地モデル

排水ネットワーク排水ネットワーク

モデルモデル

都市型水害
予測モデル

想定浸水区域
(ハザードマップ)

排水ネットワーク
の脆弱性評価

市民への市民への
情報提供情報提供

対応策の検討対応策の検討

３. リアルタイム予測ケース（リアルタイムハザードマップ）３. リアルタイム予測ケース（リアルタイムハザードマップ）

短時間降水予報短時間降水予報

市街地モデル市街地モデル

排水ネットワーク排水ネットワーク
モデルモデル

都市型水害
予測モデル

浸水危険区域
(リアルタイム
ハザードマップ)

排水ネットワーク
の処理能力評価

警報発令警報発令
・・

避難勧告避難勧告
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